
 

 

     

  

 
自分自身と向き合う 

副校長 大谷 信悟  

１２月７日（土）は、土曜授業公開で「大塚マラソン大会」を開催します。大会に向けて１１月１１日か

ら中休みの時間にマラソンタイムを設定し、練習ではほとんどの子供たちが真剣に取り組んでいます。走る

ことが得意でない子もいるはずなのに「みんなすごいなあ」と感心する毎日です。聞くところによると、登

校前や放課後の時間を使って練習をしている子も少なくないようです。 

私事ですが、コロナ禍となった令和２年からランニングを始めました。行動制限が厳しくなり暇で仕方が

なかったことや、健康診断の結果に不安を感じるようになってきたことが大きな理由です。現在も週２回程

度のペースで続けています。先日の２４日（日）には「第４８回礫川マラソン」に参加し、９㎞を走ってき

ました。気持ちよく走り切ることができ、自分としてはまずまずの記録でしたが、ゴール後には余力があっ

たので「もう少し頑張れたのではないか」と思う部分もありました。 

 

ランニングの効果として、持久力や筋力の向上、体や心の健康の増進が挙げられますが、その他にも良さ

はいろいろあると感じています。その一つに「自分自身と向き合う」ことができるという良さがあります。 

続けていると日によって調子は様々であることに気付きます。単純に「体調がいい」「体が重い」というだ

けでなく、「体調がいいと思ったが、思ったよりも体が動かない」日や、「走ってみたら意外と体が動く」日

など毎日少しずつ違いがあり、自分の身体の調子に関する理解が深まります。 

また、「走りたい」という意欲に満ち溢れる日があれば、何かしら「走らないで済む」言い訳を探そうとす

る日もあります。走っていて苦しくなったときに「最後までペースを落とさないぞ」と思う日があれば、ペ

ースを落としたり、歩いたり、走るのを止めたり等、苦しさから逃れようとする日もあり、心の調子も様々

あることに気が付きます。 

このような身体や心の調子を理解しながら自分自身と正面から向き合い、どうしたら記録を伸ばせるか自

ら考えて練習したり、苦しさを乗り越えて自分の力を出し切ったりする経験を通して、自律的に考える力や

自信、達成感などが育まれ、人は更なる成長を遂げることができるだろうと思います。 

本番までもう少しです。子供たちが自分の力を十分に出し切れるよう、ご家庭での健康管理や励ましの言

葉掛け等について、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
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＜大塚の窓＞ 
                                    養護教諭  石井 香 
 保健室での仕事と共に、２.３学期は、担任と一緒に４.５.６年生の保健の授業もしています。４回から８
回の短い期間ですが、週に１回程度教室で学習します。自分の体や健康に興味をもったり、成長で現れる変
化を知ったり、けがや病気の防止や予防を考えたり・・・。ただ知識を学ぶだけでなく、自分のこととして
受け止めたり考えたりすることができるよう、板書やワークシートの工夫や、実験などを取り入れて、回数
が少ないからこそ、より印象に残るように考えています。保健室ではけがや病気でちょっと弱気になる子が、
授業では一生懸命考えたり、発言したりする姿を見ることもでき、新たな一面の発見になります。 
一人一人が、自分の体を大切にし、心身共に健康に過ごすことができるよう願っています。 

＜周年に向けて＞ 
                         周年委員長 志村 容子 

 １１月９日（土）に、１０年に１度しかない思い出に残る７０周年記念行事を開催することができました。
当日の朝は、全学年で校庭に集まって記念の会を行いました。今までも、実行委員・PTAの方々の「子供た
ちの記憶や形に残る周年にしたい」という熱い想いが溢れたエコバッグ・缶バッチ・和紙の折り紙などをい
ただきましたが、最後に更なる記念品を手にした子供たち。記念誌・クリアファイル・校章入りのお菓子・
かるた…ご家庭でどんな話に花が咲いたでしょうか。折々に取り出してご活用いただければ幸いです。 
また、前日準備や式典当日にも多数の実行委員会・ボランティアの方々にお手伝いいただき、受付・誘導・

控室・配布物・会計など全ての運営をスムーズに進めることができました。しっかりした運営マニュアルも
ありながら、幾つもの臨機応変で細やかな対応をしていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。そして何よ
りも、６年生の子供たちの式典での立ち振る舞いや歌声、喜びの言葉、大塚音頭等が大変素晴らしく、来賓
の方々だけでなく本校職員の心まで鷲掴みにしたほど…大塚の子供たちのすごさを垣間見た瞬間となりま
した。 
地域と学校が一体となって進めることができたこの７０周年を新たな出発点とし、次の１０年へ向けて共

に大塚の子供たちを育みながら、新しい歴史を刻んでいくことができますようにと心から願っております。
最後になりましたが、これまでに多くのご協力をいただきましたことを重ねて御礼申し上げます。 

                          
 


